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新型コロナウイルスの抗原検査や、ＰＣＲ検査の増加に備え 

自己負担分の公費負担に係る予算を拡充します 

 

 さいたま市では、新型コロナウイルスの検査数の増加、抗原検査や唾液によるＰＣ

Ｒ検査の導入によるさらなる検査数の増加に対応するため、予算の拡充をします。 

 本事業は、令和２年度６月補正予算の成立をもって実施するものです。 

 

 

１ 目的 

   今後増加が見込まれるＰＣＲ検査や抗原検査費用の自己負担分を市が負担する

ことで、市民が自己負担することなく、必要な検査を医療機関で受けていただけ

る体制を維持することを目的とします。 

 

２ 経緯 

新型コロナウイルスのＰＣＲ検査数が増加していることに加え、抗原検査、唾 

液によるＰＣＲ検査も保険診療として認められたことにより、今後さらなる検査 

件数の増加が見込まれることから、予算を拡充することとしました。 

 

３ 期間 

   令和２年６月から令和３年３月までの１０か月間 
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